
中
国
佛
教
の
研
究
は
、
数
が
少
い
。
現
代
中
国
で
、
佛
教
学
が
一
時
中

断
し
て
、
国
際
的
に
孤
立
し
た
こ
と
、
日
本
の
そ
れ
が
イ
ン
ド
佛
教
に
偏

っ
た
こ
と
な
ど
、
事
情
は
多
々
あ
ろ
う
。
中
国
の
事
情
が
変
っ
て
来
て
い

る
今
、
日
本
に
お
け
る
中
国
佛
教
研
究
の
不
振
は
、
当
事
者
の
怠
慢
と
い

わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
ん
な
学
界
の
現
状
が
話
題
に
の
ぼ
る
と
き
、
関
係
者

が
決
っ
て
口
に
出
す
の
が
、
横
超
慧
日
先
生
の
こ
と
で
あ
る
。
横
超
慧
日

先
生
と
大
谷
大
学
佛
教
学
は
、
今
も
昔
も
比
類
少
い
中
国
研
究
の
、
国
際

セ
ン
タ
ー
の
栄
光
を
負
い
つ
づ
け
る
。

先
生
の
新
し
い
御
著
書
、
「
浬
渠
経
と
浄
土
教
』
を
頂
い
た
の
は
、
昨

年
の
春
の
こ
と
で
あ
る
。
飛
び
つ
く
よ
う
に
拝
見
し
、
再
読
参
読
し
て
い

る
う
ち
に
、
私
は
右
の
よ
う
な
中
国
佛
教
の
問
題
に
、
自
分
の
想
念
が
傾

い
て
し
ま
っ
て
い
る
の
に
気
付
く
。
夏
の
あ
る
夜
、
先
生
か
ら
電
話
が
あ

っ
て
、
紹
介
の
拙
文
を
求
め
ら
れ
る
ま
で
、
御
礼
状
も
出
し
て
い
な
い
こ

と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
早
速
、
御
返
事
を
と
思
っ
て
も
、
仲
を
筆
が
進
ま

な
い
。
お
そ
ら
く
は
、
先
生
の
学
問
の
出
世
本
懐
を
明
か
す
、
こ
の
本
の

ｌ
書
評
・
紹
介Ｉ横超佛

教
学
の
出
世
本
懐

Ｉ
「
浬
築
経
と
浄
土
教
』
Ｉ

柳
田
聖

山

主
題
に
入
る
に
は
、
そ
の
前
に
勉
強
す
べ
き
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
る
の
で
あ

つ
く
》
Ｏ

こ
の
本
は
、
先
生
御
自
身
の
あ
と
が
き
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
浬
築
経

と
浄
土
経
の
問
題
を
テ
ー
マ
に
、
先
生
が
以
前
に
発
表
さ
れ
た
九
つ
の
論

文
と
、
未
発
表
の
新
草
二
篇
を
含
ん
で
い
る
。
出
典
は
、
次
の
よ
う
で
あ

づ
（
》
○

浬
築
経
と
浄
土
教
（
未
発
表
）

浬
喋
経
の
説
時
に
つ
い
て
昭
和
四
十
六
年
七
月
、
大
谷
学
報
第
五
十

一
巻
第
一
号

中
国
浄
土
教
と
浬
築
経
昭
和
四
十
七
年
三
月
、
恵
谷
先
生
古
稀
記
念
、

浄
土
教
の
思
想
と
文
化

佛
性
論
上
か
ら
見
た
親
鴬
の
地
位
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
、
親
驚
教

学
第
二
十
一
号

親
鴬
聖
人
と
浬
梁
経
昭
和
四
十
一
年
七
月
、
親
鶯
教
学
第
八
号

親
鴬
聖
人
の
読
経
眼
昭
和
二
十
九
年
三
月
、
親
鴬
聖
人
論
孜
第
三
号

法
華
経
と
浄
土
教
（
未
発
表
）

親
鴬
と
天
台
学
昭
和
四
十
二
年
二
月
、
大
谷
学
報
第
四
十
六
巻
第
二

ロ
言

法
華
一
乗
昭
和
五
十
一
年
七
月
、
法
隆
寺
夏
季
大
学
講
座
読
本

悪
人
成
佛
の
信
が
成
り
立
つ
ま
で
昭
和
四
十
五
年
七
月
、
尾
張
講
習

会
講
本

大
般
浬
築
経
解
説
昭
和
四
十
五
年
八
月
、
国
訳
一
切
経
浬
藥
部

こ
れ
ら
の
標
題
と
発
表
年
時
を
み
て
い
る
と
、
新
草
の
二
篇
が
他
の
九

篇
を
総
括
し
て
、
今
回
公
刊
の
直
接
の
動
機
と
な
る
こ
と
が
判
る
。
こ
の
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課
題
に
つ
い
て
の
、
先
生
の
長
く
且
つ
根
強
い
関
心
の
所
在
が
了
解
で
き

る
。
と
く
に
、
「
法
華
経
と
浄
土
教
」
の
一
篇
は
、
先
に
公
刊
の
大
著
「
法

華
思
想
』
と
こ
の
本
と
の
関
係
を
、
も
っ
と
も
明
確
に
示
し
て
興
味
深
い
。

こ
こ
数
年
来
、
先
生
の
お
仕
事
は
、
法
華
経
に
集
中
し
て
い
る
。
関
心
は
、

漸
く
峠
を
越
え
た
感
じ
で
あ
る
。
私
が
一
」
の
本
を
先
生
の
出
世
本
懐
と
み

る
、
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
本
は
何
よ
り
も
、
先
生
の
手
堅
い
中
国

佛
教
研
究
の
、
そ
ん
な
方
法
論
を
明
か
す
と
こ
ろ
に
、
特
色
が
あ
る
。

先
生
の
御
仕
事
は
多
方
面
だ
が
、
曾
て
昭
和
十
七
年
に
出
さ
れ
た
、
日

本
評
論
社
の
東
洋
思
想
叢
書
の
一
冊
と
し
て
、
『
浬
藥
経
』
の
名
著
が
あ

る
こ
と
を
知
ら
ぬ
人
は
あ
る
ま
い
。
あ
た
か
も
今
、
『
浬
渠
経
と
浄
土
教
』

の
公
刊
に
あ
わ
せ
て
、
往
年
の
名
著
が
平
楽
寺
書
店
の
サ
ー
ラ
叢
書
に
入

り
、
新
し
く
再
刊
さ
れ
た
こ
と
も
嬉
し
い
。
初
刊
よ
り
四
十
年
、
先
生
の

手
法
は
少
し
も
変
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

先
生
が
大
谷
大
学
佛
教
学
教
授
と
し
て
、
東
京
よ
り
京
都
に
居
を
移
さ

れ
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
っ
て
間
も
な
く
の
頃
で
あ
る
。
戦
中

戦
後
の
学
問
不
在
の
時
代
、
大
谷
大
学
真
宗
学
の
学
生
で
あ
っ
た
私
に
は
、

何
よ
り
も
先
ず
生
き
る
こ
と
が
精
一
ぱ
い
で
あ
っ
た
。
私
は
曾
我
量
深
先

生
の
講
義
を
う
け
る
ほ
か
は
、
当
時
京
都
大
学
の
佛
教
学
を
担
当
さ
れ
た

久
松
真
一
先
生
の
と
こ
ろ
で
、
坐
禅
の
実
践
に
身
を
入
れ
る
と
共
に
、
身

の
ほ
ど
も
知
ら
ぬ
思
い
上
り
か
ら
、
先
生
の
理
論
的
哲
学
的
な
学
問
方
法

に
、
完
全
に
う
つ
つ
を
ぬ
か
し
て
い
た
の
で
、
横
超
先
生
の
手
堅
い
古
風

な
中
国
佛
教
に
、
し
ば
ら
く
の
う
ち
は
関
心
が
浦
か
な
い
。
教
室
で
、
講

義
を
き
く
機
会
は
な
か
っ
た
。
佛
教
は
実
践
第
一
、
先
死
の
解
決
が
先
と

い
う
、
大
き
い
妄
想
に
と
り
つ
か
れ
て
い
た
の
だ
。
そ
ん
な
当
時
の
私
が
、

は
じ
め
て
横
超
先
生
の
聲
咳
に
接
し
、
先
生
の
学
問
に
畏
敬
の
思
い
を
つ

の
ら
せ
た
の
は
、
何
と
い
っ
て
も
今
の
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
で
、

塚
本
善
隆
先
生
を
班
長
と
す
る
、
肇
論
研
究
の
末
席
に
加
え
て
頂
い
た
こ

と
に
よ
る
。
横
超
先
生
は
、
こ
の
研
究
班
の
所
外
参
加
者
と
し
て
、
も
っ

と
も
強
力
な
推
進
役
の
御
一
人
で
あ
っ
た
。
大
変
失
礼
な
言
い
方
だ
が
、

当
時
の
先
生
は
本
務
の
大
谷
大
学
よ
り
、
こ
の
研
究
会
の
方
に
力
を
入
れ

て
お
ら
れ
た
よ
う
に
お
も
え
る
。

肇
論
研
究
班
は
、
中
国
中
世
の
宗
教
を
、
原
典
に
即
し
て
究
明
す
る
の

が
ね
ら
い
で
あ
る
。
こ
の
く
に
に
お
け
る
佛
教
の
成
立
と
展
開
を
、
中
国

民
族
自
身
の
問
題
と
し
て
扱
う
の
で
あ
る
。
近
代
日
本
の
佛
教
学
の
方
法

が
、
イ
ン
ド
の
原
典
解
明
に
傾
い
て
ゆ
く
う
ち
に
あ
っ
て
、
，
塚
本
、
横
超

両
先
生
の
佛
教
学
は
、
終
始
一
貫
し
て
中
国
の
佛
教
文
献
に
よ
る
、
古
風

ど
こ
ろ
か
、
じ
つ
は
も
っ
と
新
し
い
仕
事
で
あ
る
。

私
が
塚
本
先
生
を
訪
ね
た
の
は
、
同
じ
久
松
先
生
の
学
生
と
し
て
最
長

老
格
の
藤
吉
慈
海
氏
が
、
当
時
は
ま
だ
塚
本
班
の
助
手
と
し
て
、
人
文
科

学
研
究
所
に
勤
務
し
て
い
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
が
、
じ
っ
を
い
う
と
も
う

一
つ
、
私
だ
け
の
内
部
事
情
が
あ
っ
て
、
大
げ
さ
に
い
う
と
、
こ
れ
が
戦

後
に
お
け
る
私
の
、
学
問
的
な
方
法
論
の
発
見
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

曾
て
、
曾
我
量
深
先
生
の
真
宗
学
を
う
け
て
い
た
仲
間
の
一
人
に
、
二

村
思
朗
君
と
い
う
先
輩
が
い
る
。
こ
の
人
は
、
年
齢
も
学
問
も
、
文
字
通

り
に
先
学
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
私
に
、
曇
鴬
の
論
註
を
読
む
こ
と
を
す
す

め
、
論
註
の
権
威
と
し
て
、
塚
本
先
生
の
名
を
挙
げ
る
の
で
あ
る
。
論
註

と
い
っ
て
も
、
当
時
の
私
は
鈴
木
大
拙
先
生
の
『
浄
土
系
思
想
論
』
を
読

ん
で
い
る
程
度
で
、
こ
れ
も
亦
た
理
論
的
哲
学
的
な
関
心
の
一
つ
で
、
論
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註
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
何
の
関
心
も
な
い
。
二
村
君
が
私
に
論
註
を
す

す
め
た
理
由
は
、
い
ま
だ
に
未
了
の
公
案
と
な
っ
て
い
る
。
曾
我
先
生
の

徹
透
し
た
真
宗
学
に
、
た
だ
た
だ
き
き
ほ
れ
る
ば
か
り
で
、
い
つ
も
夢
の

よ
う
な
こ
と
を
口
ば
し
っ
て
い
た
当
時
の
私
に
、
客
観
的
な
手
が
か
り
を

与
え
て
や
ろ
う
と
い
う
、
二
村
君
の
親
切
の
ほ
ど
は
、
や
が
て
ま
も
な
く

私
に
も
了
解
で
き
た
。

藤
吉
さ
ん
の
と
り
な
し
で
、
私
は
人
文
科
学
研
究
所
に
塚
本
先
生
を
訪

う
。
私
の
話
を
だ
ま
っ
て
き
い
て
い
ら
れ
た
先
生
は
、
さ
い
ご
に
た
だ
笑

わ
れ
る
だ
け
で
、
肇
論
研
究
会
に
く
る
こ
と
を
命
じ
、
横
超
先
生
の
名
を

あ
げ
ら
れ
た
と
記
憶
す
る
。
研
究
会
に
参
加
し
て
一
年
、
肇
論
の
本
文
会

読
が
ほ
ぼ
終
る
頃
、
先
生
は
私
に
浬
盤
経
集
解
七
十
一
巻
の
う
ち
か
ら
、

道
生
の
注
を
引
き
だ
し
て
、
論
文
を
ま
と
め
る
こ
と
を
命
じ
、
あ
ら
た
め

て
横
超
先
生
の
指
示
を
う
け
る
こ
と
を
す
す
め
ら
れ
た
。
今
に
し
て
お
も

う
と
、
こ
れ
が
初
対
面
の
と
き
の
、
例
の
論
註
云
々
に
対
す
る
、
先
生
の

お
答
え
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
お
ま
え
に
は
、
曇
鴬
は
無
理
だ
よ
、
せ
め
て

道
生
で
も
ガ
ン
。
ハ
レ
と
い
う
の
で
あ
る
。
横
超
先
生
の
御
指
導
で
、
道
生

の
頓
悟
論
を
ま
と
め
る
こ
と
も
、
論
註
の
本
文
研
究
を
進
め
る
こ
と
も
、

共
に
私
は
い
ま
だ
に
果
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か

ら
、
曾
我
先
生
や
久
松
先
生
の
透
徹
し
た
哲
学
に
程
遠
い
、
お
の
れ
の
分

に
気
付
い
た
こ
と
と
、
漸
く
に
し
て
身
の
丈
に
似
合
う
方
法
を
見
つ
け
て
、

足
が
地
に
つ
い
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
た
え
ず
気
に
な
っ
て
い
た
、

山
口
益
先
生
の
魅
力
あ
る
文
献
学
に
も
、
思
い
き
り
が
つ
く
。

塚
本
善
隆
先
生
は
、
中
国
佛
教
の
歴
史
研
究
を
専
門
と
さ
れ
、
生
涯
の

お
仕
事
と
さ
れ
た
。
肇
論
研
究
班
の
発
足
に
、
横
超
先
生
の
協
力
を
求
め

ら
れ
た
の
は
、
．
思
想
研
究
の
強
化
を
は
か
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
横
超
先

生
は
、
京
都
に
お
い
で
に
な
る
ま
で
、
今
の
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、

曾
て
は
京
都
の
人
文
科
学
研
究
所
と
共
に
、
東
方
文
化
研
究
所
と
よ
ば
れ

て
い
た
国
立
の
人
文
系
研
究
所
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
最
高
権
威
で
あ
っ

た
常
樅
大
定
先
生
の
下
で
、
中
国
佛
教
学
を
専
門
と
さ
れ
た
。
塚
本
先
生

と
横
超
先
生
と
の
あ
い
だ
に
は
、
す
で
に
長
く
親
し
い
お
つ
き
あ
い
が
あ

っ
た
。
横
超
先
生
が
京
都
に
来
ら
れ
た
こ
と
は
、
戦
後
日
本
の
仏
教
学
に

と
っ
て
、
一
つ
の
大
き
い
天
機
で
あ
る
。

肇
論
研
究
班
は
、
漸
く
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
若
く
て
活
気
に
は
や

る
、
強
の
も
の
ば
か
り
の
集
ま
り
で
あ
る
。
の
ち
に
京
大
文
学
部
に
移
ら

れ
る
長
尾
雅
人
、
島
田
度
次
両
先
生
を
は
じ
め
、
新
設
の
大
阪
大
学
文
学

部
に
出
ら
れ
る
木
村
英
一
先
生
が
、
な
お
現
役
の
所
員
で
い
ら
れ
た
し
、

滋
賀
大
学
か
ら
は
村
上
嘉
実
、
大
谷
大
学
か
ら
は
横
超
慧
日
先
生
の
お
二

人
、
そ
し
て
ま
だ
文
学
部
や
研
究
所
の
若
い
助
手
で
あ
っ
た
藤
吉
慈
海
、

牧
田
諦
亮
、
川
勝
義
雄
、
梶
山
雄
一
、
服
部
正
明
、
木
全
徳
雄
、
福
永
光

司
と
い
っ
た
先
生
が
た
が
、
毎
週
一
回
、
一
堂
に
会
し
て
、
午
後
半
日
近

く
も
、
侃
点
誇
々
の
議
論
を
戦
か
わ
せ
る
の
で
あ
り
、
厳
し
い
学
問
的
雰

囲
気
が
み
ち
溢
れ
て
い
る
。
戦
後
の
学
制
改
革
で
、
大
学
も
研
究
所
も
、

改
組
と
新
生
の
真
只
中
に
あ
る
。
わ
け
て
も
、
専
門
の
ち
が
う
ス
タ
ッ
フ

を
集
め
て
の
、
綜
合
研
究
の
試
み
は
、
最
も
新
し
い
方
法
の
一
つ
で
、
塚

本
班
は
そ
ん
な
学
問
創
造
の
先
頭
に
あ
っ
た
。

も
と
も
と
、
こ
の
研
究
班
の
発
端
は
、
弘
明
集
の
会
読
が
前
身
で
、
側

聞
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
何
で
も
神
田
喜
一
郎
先
生
が
戦
後
は
じ
め
て

パ
リ
に
ゆ
か
れ
て
、
コ
レ
ジ
ュ
ド
フ
ラ
〉
》
ス
教
授
と
し
て
著
名
な
ポ
ー
ル
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ド
ミ
ェ
ヴ
ィ
ル
先
生
に
会
わ
れ
た
と
き
、
日
本
に
お
け
る
新
し
い
弘
明
集

の
訳
注
を
求
め
ら
れ
た
の
が
、
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
当
時
、
弘

明
集
研
究
と
い
え
ば
、
大
東
出
版
の
国
訳
一
切
経
に
収
め
る
太
田
悌
蔵
氏

の
訓
読
が
、
唯
一
の
成
果
で
あ
る
。
塚
本
研
究
班
が
、
そ
ん
な
弘
明
集
会

読
の
途
中
で
、
テ
キ
ス
ト
を
肇
諭
に
き
り
か
え
た
の
も
、
一
九
四
八
年

（
昭
和
二
十
三
年
）
に
、
リ
ー
ベ
ン
タ
ー
ル
氏
の
英
訳
が
英
国
の
東
洋
学

誌
に
発
表
さ
れ
、
塚
本
先
生
と
旧
知
の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
ア
ー
サ
ー
ラ

イ
ト
氏
が
、
こ
れ
を
批
評
す
る
文
章
を
出
す
な
ど
、
中
国
初
期
俳
教
に
対

す
る
国
際
東
洋
学
者
の
関
心
が
、
一
時
に
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
リ
ー

ベ
ソ
タ
ー
ル
氏
の
お
仕
事
は
、
戦
時
体
制
下
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
東
洋

学
の
、
孤
独
で
強
靱
な
学
問
的
良
心
の
健
在
を
示
す
。
驚
き
は
、
あ
た
か

も
こ
れ
と
前
後
し
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
出
身
で
、
当
時
は
な
お
少
壮
気
鋭

の
国
際
級
佛
教
学
者
、
レ
オ
ン
ハ
ー
ヴ
ィ
シ
氏
が
京
都
に
来
て
、
塚
本
先

生
の
下
で
天
台
智
甑
の
研
究
を
は
じ
め
た
こ
と
と
も
関
係
す
る
。
世
界
の

佛
教
学
者
の
眼
が
、
京
都
に
集
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

肇
論
の
学
問
的
口
語
訳
と
い
う
、
日
本
で
最
初
の
成
果
が
、
こ
う
し
て

誕
生
す
る
。
訓
読
に
よ
ら
ず
、
原
典
を
直
接
に
現
代
語
に
移
す
試
み
は
、

漢
訳
佛
典
で
は
、
肇
論
が
か
わ
き
り
で
あ
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
の

全
訳
を
め
ざ
す
、
長
尾
雅
人
・
梶
山
雄
一
両
先
生
細
の
「
大
乗
佛
典
」
二

十
巻
の
完
成
は
、
つ
い
最
近
十
年
来
の
こ
と
で
あ
る
。

研
究
班
で
の
横
超
先
生
の
御
発
言
は
、
い
つ
も
執
勧
で
あ
る
。
テ
キ
ス

ト
の
一
字
一
句
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て
、
周
到
の
論
議
を
か
さ
ね
る
こ
と
は
、

こ
の
研
究
班
の
常
套
手
法
で
あ
る
が
、
横
超
先
生
と
木
村
英
一
先
生
の
御

意
見
は
、
と
く
に
異
彩
を
加
え
た
。
出
席
者
の
意
見
が
出
尽
し
て
、
訳
文

が
ほ
ぼ
定
ま
る
こ
ろ
に
な
っ
て
、
必
ず
あ
ら
た
め
て
他
の
意
見
を
徴
し
、

新
し
く
問
題
を
提
起
す
る
の
は
、
た
い
て
い
木
村
先
生
で
あ
る
。
「
し
か

し
」
と
切
り
だ
す
木
村
先
生
の
発
言
に
応
じ
、
更
に
別
の
解
釈
を
示
す
の

は
、
横
超
先
生
で
、
こ
れ
で
話
は
ふ
り
だ
し
に
も
ど
る
。
木
村
先
生
の
御

発
言
は
、
上
方
特
有
の
も
の
や
わ
ら
か
さ
で
、
相
手
の
説
を
す
尋
へ
て
認
め

る
か
の
よ
う
で
、
じ
つ
は
少
し
も
妥
協
を
許
さ
ぬ
、
透
徹
し
た
合
理
性
を

求
め
る
、
も
っ
と
も
強
硬
意
見
で
あ
る
。
そ
ん
な
強
固
な
批
判
を
切
り
く

ず
す
の
が
、
横
超
先
生
で
あ
り
、
柔
軟
と
い
え
ば
柔
軟
で
あ
る
が
、
こ
れ

も
亦
た
じ
っ
は
執
勘
で
、
一
歩
も
ゆ
ず
ら
ぬ
強
靱
さ
を
含
む
。
中
国
佛
典

の
理
解
に
、
つ
ね
に
強
く
て
新
し
い
綜
合
の
論
理
が
必
要
な
こ
と
を
、
あ

ら
た
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
一
刻
で
あ
っ
た
。

今
、
「
浬
繋
経
と
浄
土
教
』
を
拝
見
し
て
い
て
、
そ
ん
な
当
時
を
想
起

す
る
の
は
、
私
だ
け
の
感
傷
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
先
生
の
御
意
見
に
は
、

つ
ね
に
先
行
の
権
威
あ
る
理
解
に
対
す
る
、
徹
底
し
て
強
引
な
批
判
と
綜

合
の
手
法
が
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
見
落
す
と
、
ず
い
ぶ
ん
退
窟
で
難
解

な
文
章
と
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
「
浬
築
経
の
説
時
に
つ
い
て
」
の
う
ち
に
、
如
来
性
品
の

本
文
を
あ
げ
て
（
一
○
四
頁
）
、
先
生
は
法
華
経
と
の
関
わ
り
を
説
か
れ
る
。

八
千
の
声
聞
が
記
荊
を
う
け
、
大
果
を
成
ず
る
こ
と
を
認
め
た
の
ち
、
一

關
提
も
ま
た
か
く
の
如
し
、
諸
の
善
法
に
お
い
て
営
作
す
る
所
な
し
云
々

の
段
に
つ
い
て
、
先
生
は
全
く
古
今
独
歩
の
解
釈
を
加
え
る
の
で
あ
る
。

原
文
の
ま
ま
だ
と
、
表
現
の
う
え
で
前
後
相
矛
盾
し
、
合
理
的
な
説
明
が

で
き
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
先
生
は
、
問
題
の
所
在
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
、
こ
の
一
段
を
口
語
訳
し
、
自
説
の
根
拠
と
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
こ
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に
明
ら
か
に
原
文
に
見
え
ぬ
、
「
こ
れ
に
反
し
」
と
い
う
一
句
を
挿
入
さ

れ
て
い
る
。
じ
っ
を
い
う
と
、
こ
の
一
段
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
古
来
の

異
議
が
あ
っ
て
、
天
台
智
顎
の
法
華
玄
義
と
、
弟
子
章
安
の
浬
薬
経
疏
と

の
あ
い
だ
に
す
ら
、
微
妙
な
解
釈
の
く
い
ち
が
い
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、

先
生
が
後
段
（
二
○
頁
）
に
詳
し
く
分
析
さ
れ
る
如
く
で
あ
る
。
そ
れ
は

同
時
に
、
天
台
の
浬
藥
経
解
釈
と
い
う
、
先
覚
の
意
見
に
対
す
る
、
先
生

御
自
身
の
疑
議
と
批
判
よ
り
く
る
の
で
あ
り
、
じ
っ
は
そ
う
し
た
隠
顕
の

発
想
は
、
必
ず
し
も
こ
の
一
段
に
限
ら
ず
、
こ
の
本
の
随
所
に
見
ら
れ
る

特
色
と
な
る
。

「
浬
梁
経
の
説
時
に
つ
い
て
」
は
、
昭
和
四
十
六
年
七
月
発
行
の
大
谷

学
報
第
五
十
一
巻
第
一
号
に
、
発
表
さ
れ
る
。
当
時
、
す
で
に
種
々
の
批

評
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
別
に
先
生
の
講
義
に
も
と
り
あ
げ
ら
れ
た
に

ち
が
い
な
い
。
浬
樂
経
の
閲
提
佛
性
と
法
華
経
の
声
聞
授
記
は
、
大
乗
仙

教
の
中
心
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
り
、
親
鴬
の
浄
土
教
の
成
立
に
、
密
接
不

離
の
関
わ
り
を
も
．
っ
。
そ
れ
は
、
単
な
る
原
典
の
解
釈
に
と
ど
ま
ら
ぬ
、

中
国
と
日
本
の
佛
教
学
の
核
心
に
せ
ま
る
、
本
質
的
な
問
題
で
あ
る
。
横

超
先
生
の
多
方
面
な
お
仕
事
が
、
何
ら
か
の
意
味
で
必
ず
そ
こ
に
関
っ
て

い
る
こ
と
も
、
今
あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
だ
が
、
そ
れ
を
先
ず
原

典
の
解
釈
と
し
て
提
起
さ
れ
る
、
先
生
の
方
法
に
私
は
尽
き
ぬ
興
味
を
も

つ
の
で
あ
る
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
こ
れ
は
曾
て
の
細
師
た
ち
の
方
法
で
あ

る
。
原
典
を
加
減
し
、
前
後
の
文
を
入
れ
か
え
、
訓
み
を
改
め
る
と
い
う
、

こ
ち
ら
側
の
発
想
の
う
ち
に
、
じ
っ
は
も
っ
と
も
手
堅
い
宗
学
の
問
題
が

潜
ん
で
い
る
。
こ
ち
ら
側
の
手
堅
さ
は
、
も
っ
と
も
虚
心
に
あ
ち
ら
側
の

意
見
を
問
い
、
そ
の
声
を
聞
く
と
い
う
体
験
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
親

鴬
の
佛
教
学
は
、
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。

あ
え
て
、
右
の
浬
渠
経
如
来
性
品
の
一
段
に
つ
い
て
、
私
自
身
の
臆
説

を
い
え
ば
、
秋
収
冬
蔵
の
四
字
を
上
文
に
つ
け
る
、
天
台
の
玄
義
の
説
を

正
義
と
し
た
い
。
「
と
こ
ろ
が
」
と
い
う
、
反
接
の
辞
を
加
え
て
、
こ
れ

を
一
關
提
の
こ
と
と
す
る
横
超
先
生
の
口
語
訳
と
、
内
容
的
に
こ
れ
に
同

意
す
る
章
安
以
来
の
説
は
、
あ
ま
り
に
も
合
理
的
に
す
ぎ
る
。
秋
は
収
め

冬
は
蔵
す
る
と
い
う
千
字
文
の
言
葉
は
、
確
か
に
浬
築
経
以
後
の
も
の
だ

が
、
そ
う
し
た
農
耕
社
会
の
発
想
は
、
曇
無
識
も
知
っ
て
い
た
に
ち
が
い

な
い
。
先
生
が
挙
げ
る
史
記
の
例
は
、
そ
の
一
証
と
な
る
。
む
し
ろ
、
六

巻
泥
疸
の
文
に
よ
っ
て
、
冬
氷
の
一
関
提
と
い
う
不
思
議
な
表
現
を
、
本

来
の
梵
文
よ
り
く
る
も
の
と
す
れ
ば
、
曇
無
誠
の
翻
訳
は
、
す
で
に
す
こ

ぶ
る
中
国
的
発
想
に
傾
い
て
い
た
と
い
え
る
。
徳
王
品
以
後
に
展
開
さ
れ

る
、
關
提
成
佛
説
を
見
越
し
て
、
翻
訳
の
筆
に
勇
み
が
つ
い
た
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
‐

も
と
も
と
、
一
關
提
の
成
佛
と
い
う
、
こ
の
経
の
根
本
理
念
そ
の
も
の

が
、
す
で
に
す
こ
ぶ
る
非
合
理
な
宗
教
体
験
の
表
明
で
あ
る
。
法
華
経
の

声
聞
授
記
は
、
そ
の
さ
き
が
け
で
あ
る
。
法
華
の
出
世
本
懐
は
、
浬
繋
経

に
来
て
極
ま
る
。
翻
訳
に
矛
盾
を
生
ず
る
の
は
、
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
で

あ
る
。
か
れ
ら
は
、
非
合
理
な
体
験
を
合
理
化
す
る
の
で
な
し
に
、
非
合

理
な
体
験
を
表
現
す
る
、
新
し
い
言
葉
を
見
付
け
た
。
大
悲
と
信
心
は
、

そ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
中
国
・
日
本
の
祖
師
た
ち
の
佛
教
学
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
時
代
の
課
題
に
応
じ
て
、
新
し
い
表
現
を
工
夫
し
た
。
今
日
の
佛
教

学
は
、
曾
て
の
宗
学
に
も
ど
す
こ
と
の
で
き
ぬ
、
よ
り
困
難
な
課
題
を
負

う
て
い
る
。
中
国
佛
教
の
研
究
の
遅
れ
は
、
こ
の
辺
に
理
由
が
あ
り
そ
う
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で
あ
る
。
歴
史
研
究
は
、
比
較
的
に
容
易
で
あ
る
。
思
想
研
究
の
困
難
は
、

戦
後
に
お
け
る
哲
学
の
凋
落
と
共
に
、
研
究
者
自
身
の
在
り
方
に
関
係
す

る
。
豊
か
な
語
学
力
と
科
学
知
識
で
、
完
全
武
装
さ
れ
た
研
究
害
に
、
案

外
貧
し
い
内
容
の
も
の
が
多
い
。
哲
学
の
貧
困
に
よ
る
。
あ
た
ま
か
ら
、

既
成
の
宗
学
に
拠
る
こ
と
の
で
き
る
人
は
、
幸
い
で
あ
る
。
一
人
一
人
が
、

天
台
智
領
と
な
り
、
善
導
と
な
り
、
親
鴬
と
な
る
ほ
か
は
な
い
。

『
浬
藥
経
と
浄
土
教
』
を
拝
見
し
て
、
私
の
興
味
は
、
も
っ
ぱ
ら
そ
う

し
た
方
法
の
問
題
に
向
う
。
浄
土
教
と
い
っ
て
も
、
今
は
親
欝
が
中
心
で

あ
る
。
横
超
先
生
の
学
問
の
背
後
に
、
つ
ね
に
親
蠅
の
浄
土
教
が
あ
っ
た
。

今
に
し
て
思
う
と
、
戦
後
、
新
し
く
出
発
し
た
中
国
佛
教
学
の
、
綜
合
研

究
の
方
法
の
う
ち
、
も
っ
と
も
後
手
に
廻
っ
た
の
は
宗
学
で
あ
る
。
先
に

い
う
、
人
文
科
学
研
究
所
の
場
合
も
、
例
外
で
は
あ
り
得
な
い
。
『
浬
築

経
と
浄
土
教
』
の
魅
力
は
、
そ
う
し
た
欠
陥
を
つ
く
と
こ
ろ
に
あ
る
。
既

成
の
宗
学
に
も
、
歴
史
研
究
に
も
と
ど
ま
ら
ぬ
、
新
し
い
佛
教
学
が
提
起

さ
れ
る
。
じ
っ
さ
い
、
浬
渠
経
と
浄
土
教
と
い
っ
て
も
、
二
つ
を
並
列
し

て
研
究
す
る
と
か
、
両
者
の
関
係
を
問
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
あ
る
い

は
又
、
浬
藥
経
に
よ
っ
て
浄
土
教
を
考
え
、
浄
土
教
に
よ
っ
て
浬
梁
経
を

考
え
る
と
い
う
の
で
も
な
い
。
中
国
佛
教
の
思
想
的
核
心
と
な
る
、
如
来

蔵
と
佛
性
の
構
造
を
洗
い
、
一
閨
提
の
問
題
に
至
る
と
、
必
ず
曾
て
親
賛

が
歩
い
た
道
に
出
る
の
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
浬
築
経
は
中
国
で
、
浬
築
宗
の
拠
る
と
こ
ろ
と
な
る

が
、
日
本
で
は
一
宗
と
し
て
定
着
し
な
い
。
む
し
ろ
、
大
乗
の
奥
義
と
』
し

て
、
各
派
の
宗
学
に
影
響
す
る
の
で
あ
り
、
親
鴬
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。

親
鴬
の
教
行
信
証
は
、
浄
土
の
三
経
に
拠
り
つ
つ
、
信
心
の
根
拠
を
追
求

し
て
、
難
治
の
機
の
問
題
に
な
る
と
、
そ
の
成
果
の
す
。
へ
て
を
混
築
経
の

引
用
に
任
せ
る
。
横
超
先
生
が
、
有
名
な
善
導
の
二
河
嚥
を
、
浬
渠
経
に

よ
っ
て
説
か
れ
る
の
は
、
圧
巻
で
あ
る
。

問
題
は
、
親
鴬
に
限
る
ま
い
。
た
と
え
ば
、
親
鴬
と
同
時
に
道
元
が
出

る
。
道
元
の
正
法
眼
蔵
佛
性
の
巻
は
、
浬
築
経
に
よ
っ
て
い
る
。
悉
有
佛

性
の
四
字
を
、
「
悉
有
〈
佛
性
ナ
リ
」
と
読
み
、
佛
性
に
悉
有
せ
ら
る
る

自
己
の
所
在
を
明
か
す
の
で
あ
る
。
原
典
の
読
み
か
え
と
加
減
の
方
法
は
、

親
鴬
に
劣
ら
な
い
。
問
題
は
、
そ
ん
な
道
元
が
晩
年
に
鎌
倉
に
赴
き
、
北

条
時
頼
の
た
め
に
書
い
た
、
と
言
わ
れ
る
法
語
の
断
片
に
、
浬
薬
経
梵
行

品
の
阿
闇
世
の
逆
害
と
、
六
大
臣
訪
問
の
段
を
引
く
こ
と
で
あ
る
。
道
元

は
、
時
の
権
力
者
時
頼
を
阿
閣
世
王
に
み
た
て
て
い
る
。
引
用
は
、
教
行

信
証
の
そ
れ
と
同
じ
く
、
一
闘
提
の
成
佛
が
ね
ら
い
で
あ
る
。
言
っ
て
み

れ
ば
、
正
法
眼
蔵
佛
性
の
巻
は
、
こ
の
法
語
を
得
て
、
始
め
て
完
結
す
る
。

鎌
倉
新
佛
教
の
展
開
に
、
浬
藥
経
の
果
す
役
割
り
は
、
宗
学
の
ち
が
い
に

拘
わ
ら
ず
、
意
外
に
大
き
い
の
で
あ
る
。

以
上
、
横
超
先
生
の
新
し
い
お
仕
事
に
触
発
さ
れ
て
、
こ
こ
数
年
来
、

ひ
そ
か
に
考
え
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、
さ
い
ご
に
希
望
を
一
つ
書
か
せ

て
頂
く
。
失
礼
の
点
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
ゆ
る
し
頂
き
た
い
が
、
で
き
る
こ

と
な
ら
浬
築
経
の
原
文
す
。
へ
て
の
、
学
問
的
な
口
語
訳
の
出
版
を
希
望
す

る
。
先
に
い
う
、
長
尾
・
梶
山
両
先
生
の
編
集
に
な
る
「
大
乗
佛
典
」
に
、

浬
築
経
を
欠
く
こ
と
は
残
念
で
あ
る
・
こ
う
し
た
仕
事
は
、
横
超
先
生
と

門
下
の
諸
氏
の
学
恩
に
待
つ
と
こ
ろ
、
き
わ
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

《
（
一
九
八
三
年
六
月
一
日
）

（
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
平
楽
寺
書
店
‐
Ａ
５
判
二
八
八
頁
五
八
○
○
円
）
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